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Ⅰ研究の成果(1000字程度)
化学物質過敏症患者それぞれに過敏症状を発現させる化学物質の特定方法の確立とその応用
緒言近年、住宅の高気密化と新建材の使用によって室内空気質の汚染が引き起こされ、その結果
として化学物質過敏症(MCS)やシックハウス症候群等の疾患を持つ人が増えているといわれてい
る。MCS発症の引き金となった原因と、現在過敏症状を引き起こす化学物質・濃度や症状の種類
との関係を明らかにする事を本研究の目的とした。
原理/方法過敏症発現時の化学物質の種類 ・濃度の特定のために,症状発現時および平常時の曝露化
学物質/濃度をアクティブ法とパッシブ法を併用して測定した(AS-PS法)。対象は,化学物質過敏、
症患者38人 とし、1週間程度の間アクティブ法としてポンプにつないだサンプラーとパッシブ法の
サンプラーを持って行動させ、症状を感 じた時のみポンプのスイッチを入れてアクティブサンプリン
グを行った。パッシブ法による測定値が通常生活時の濃度,アクティブ法による測定値が症状発現
時の濃度を表す。そのアクティブ法の結果がパッシブ法の結果よりも高濃度であった場合、その化
学物質及び濃度が症状を発現させている可能性があると考えられる(Figure:CompoundA)。ま
た,患者と同居している健常者の一週間の曝露濃度も測定し,患者 との比較を行った。
結果症 状を引き起 こしている可 能性 のある物 質 は、ホル ムアル デヒド(N=19,9.44-136ppb)、トル エ
ン(N=14,6.31-770ｵg/m3)、アセトアル デヒド(N=11,6.41-30.7ppb)、アセトン(N=8,12.6-130
ppb)、m/p-キシレン(N=8,7.60-340ｵg/m3)、デカン(N=8,7.80-70.5ｵg/m3)、p-ジクロロベ ンゼン
(N=6,7.40-314ｵg/m3)等であった。
同じ物質 ・濃度 でも、症状 を起こす人 と起 こさない人 がお り、症 状 を引き起 こしている濃 度 は人
によって大きく異なった。患者 が症 状を引き起
こしている可能性のある濃度のほとんどが、
WHOや 厚生省の室 内濃度基準(ホルムアル
デヒド:100ｵg/m3,トルエン:260μg/m3)を大き
く下回っていた。また、対応あるWilcoxonの順
位検定の結果,過敏症患者の一週間の曝露濃
度は、同居している非過敏症患者の曝露濃度
と比べて有意に低かった。TVOCsへの曝露濃
度は,症状発現時と平常時で共通した特異的な
差は見られず,全てのVOCsによって症状が
引き起こされているわけではなかった。
Figure. Conceptual results in this sampling 
methodology, A is responsible but B is not.
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